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ワークシートについて解説する．ワークシートは，各
回で取り上げる本文について， 3問から 5問の問題

















































タイトル：まとめ  （第 3課問 2）
表1．授業のスケジュール
回 課 学習事項 本文のトピック











6 7 論の展開② 安全でおいしい水を
飲むために
7 8 引用 「まじめ」という言葉









































  （第 4・ 5課問 2）
〔例 7〕
問 　本文の中から，筆者の行動を表すA（action）
































































































































タイ 　 1 1
台湾 3 2 5
中国 3 3 6
ベトナム 1 　 1
マレーシア 1 　 1
イラン 　 1 1
アメリカ 　 1 1
パラグアイ 1 　 1
ブラジル 　 1 1
ペルー 　 1 1
オーストリア 　 1 1
オランダ 　 1 1
ドイツ 1 　 1
フィンランド 1 　 1
ポーランド 2 　 2
ロシア 1 　 1
計 14 12 26
表5　R410・R440の受講者（身分別）
　 R410 R440 計
特別聴講学生 3 4 7
日本語研修コース研修生 1 1 2
研究生 2 3 5
特別研究学生 1 　 1
大学院生（修士課程） 2 2 4
大学院生（博士課程） 4 1 5
ポスドク 　 1 1
助教 1 　 1
計 14 12 26
表6　R410・R440の受講者（所属別）
　 R410 R440 計
文学部／文学研究科 2 　 2
法学部／法学研究科 1 　 1
理学部／理学研究科 1 　 1
工学部／工学研究科 3 3 6
農学部／農学研究科 1 　 1
国際文化研究科 　 1 1
情報科学研究科 1 1 2
生命科学研究科 　 1 1
環境科学研究科 2 1 3
電気通信研究所 1 　 1




宮城教育大学 1 　 1
















































思う」が 5名（R410：3 名，R440：2 名），「そう思う」
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は簡単になりました．（Q, NK）
・とてもよかったと思う．（Q, K）























shy will  not  answer  the  questions  given. This 












・The teacher’s methods were very  fitting  for  the 




















・I  think  the  book  and  the  content  itself  is  too 



































































30分程度が 1名，30分〜 1時間程度が 2名,  1 時間程











（R410： 5 名，R440： 4 名）「ワークシートを中心に」

















































It  helps  with  expanding  the  vocabulary 
especially connectors. （eg:しかし, つまり…） It 











・ By  filling  out  the worksheet  each week we 






















imagined  the  question”  and “how  teacher 
imagined”. Hence,  sometimes  it’s  difficult  to 
answer  specifically  to  a question which have 














































































































ベル 2），初中級（レベル 3），中級（レベル 4），中













8）   A 3 判の紙を二つ折りにし，授業日ごとに往信欄・返
信欄を設けたもの．受講者に毎回配付して往信欄に
コメント記入もしくは署名をしてもらって回収する．
随時受講者からのフィードバックが得られ、出席確
認ができ，配布物を挟んで渡すこともできる．
9）   第14課は総復習のための課であり，第13課までとは
異なる新たな論文を掲載している．論文の序論から
結論までの読み方の学習は，第10課〜第13課で 2つ
の論文の読解を通じて完了できるように作られてお
り，第14課は自習が可能であると考え，授業では扱
わないこととした．
10） 語彙リストは本文のキーワード，重点文法項目の文
型をまとめたもの．R410のみで使用した．
11） 初回の授業では，当日ワークシートを配布し，使用
した． 
12） 浜田ほか（1997）で論文の文をFの文，Oの文，Aの
文に分類していることにヒントを得た．
13） ワークシートを予習用に使用することについては事
前に合意していたが，その使い方の詳細は，それぞ
れのクラスの担当者が受講者の状況に応じて決めた．
14） ただし，R410では，履修登録者14名のうち 4名が学
期終盤に欠席が続き，期末試験を受験しなかった．
15） 「非常によい」と「よい」が同数であるクラスがある
ため，合計した数がクラス数より多くなっている．
16） 授業担当者に対する人物評価や感謝の言葉は除いた．
17） 「サンプル論文」は，日本語教育プログラムの中の他
の授業で論文作成のための参考資料としていた各受
講者の専門分野の論文を指す．
18） K2, K3, K4, K5はプレースメントテストで判定された
漢字のレベルを指す．それぞれ初級，初中級，中級，
中上級以上に相当する．
19） このように学習目的を異にする受講者がクラスに混
在することからくる問題を解消するため，東北大学
日本語教育プログラムにおいては，2018年度後期に
カリキュラムの改定を行い，交換留学生優先のクラ
スでは総合教材を使用し，本報告で取り上げている
内容の読解授業は研究志向の学生を対象に別途クラ
スを設けて開講することになった．
20） ただし，「あまりそう思わない」と答えた受講者も，
調査後半のⅡc）の回答では「チューターとワークシー
トの問題に答えながら論文が良く分かりました」と
記述しており，ワークシートについて必ずしも否定
的な見方はしていないことがわかる．独力でワーク
シートの問題を解き，テキスト理解につなげること
が困難であったものと思われる。
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